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お問い合わせ

がんの発症進展には様々ながん抑制遺伝子が関わるが、その中でもp53
やPTENは特に高い頻度で変異が見つかる重要ながん抑制遺伝子である。さ
らに近年では多くのがんで活性化が見つかる転写共役因子YAP/TAZを抑制す
るHippo経路が新たながん抑制経路として注目されている。私の研究グルー
プではこれらp53、PTEN、Hippoといった三つの重要ながん抑制遺伝子・経路
に着目した研究を行い、これまでに以下のような知見を得た。
（1）p53に対する新たな制御経路の分子メカニズムおよびその異常に起因
する病態を明らかにし、さらにこの経路を標的とする薬剤開発の可能性
を示した。
（2）PTENのがん抑制因子としての作用機序を明らかにしたほか、PTENに対
する制御因子を新たに見出し、これら因子の阻害からPTEN再活性化を引き
出すあらたながん制御の可能性を見出した。
（3）Hippo-YAP/TAZ経路が舌がん、子宮頸がん、トリプルネガティブ乳がん
などのドライバー因子であることを見出し、新たな抗がん薬標的として
有望であることを示した。
本講演では、これらに関する最新の知見を紹介し、新たな共同研究に
向けたこれら研究リソースの魅力について議論したい。

k.ban
テキストボックス
主催・




